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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア藤沢教室 保育所等訪問支援

事業者向け自己評価表作成日 2026年3月2日 (月)

自己評価総括の担当者 水鳥里美・高橋まほ・阿部純一・阿部春日

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 26 35

従業員評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 4 20

訪問先施設評価 2025年12月19日(金) - 2026年2月12日(木) 11 30

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・訪問先からの質問に対して、適宜その時に応じた回答を行わ
せていただいており、事業所と訪問先の視点の目線合わせが行
われていると思います。

・利用者のみなさんへ緊急時の対応についてお伝えができてい
ない部分がある。
・訪問先や保護者へお渡しする記録にタイムラグが生じてお
り、情報をお渡しするタイミングが遅いことがある。

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・通所内で行っている教材を適宜ご持参させていただき、訪問
先で間接支援を行う際に具体的に伝わるように工夫しておりま
す。

・通所支援を利用している方が保育所等訪問支援を利用してい
ただいているため、事業所にいる際の緊急時についての対応策
についての伝達が主になってしまっている。
・訪問先へ確認を依頼してから保護者へお渡ししているため、
確認時間を要していることが要因となっている。

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・教材内容や支援内容をお伝えした後、次回の訪問時に進捗を
追っていけることで更なる訪問先との連携につながると思われ
ます。

・改めて訪問先での緊急時の取り組みについて、書面や口頭で
伝達を行い理解を促す。
・訪問先へのお渡しの有無を再確認し、必要に応じて柔軟な対
応方法へ変えていくことでタイムラグを減らしていく。


